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（6）論点③：HRLの改善に関してトランスフォーマティブイノベーションに向けたSIP第3期の制度運用に向けた検討課題

（１）オープンな企画運営
共創的立ち上げ、途中段階でも新規参加可能な運営。

（２）府省一体による推進体制
府省の枠に捉われない意思改革、関係省庁のプロジェクトとの連携。

（３）産業界の本気の参画
産業界の国際競争力強化に向けたコミットメント、技術開発に限らない社会変革に向けた多様な参画機
会の確保。

（４）多様な価値評価
認識されやすい価値（実数部：研究開発の直接的な価値）と認識されにくい（虚数部：研究開発の
間接的な価値）の一体的な評価。

（５）政策レベルから研究開発レベルまでの一貫したマネジメント
ガバニングボード・ＰＤ・研究推進法人の３レイヤーの１チーム化、ＰＤの府省・産学官連携ハブ機能を
支える体制。

（６）部分最適化の回避
上記の取組を実現するために、小さくまとまるのでなく、完全でなくてもよいので、発展させる仕組み。
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○SIP第３期では、我が国が目指す将来像（Society 5.0）の実現に向けて、国内外の経済・社会情勢の変化に対
応しつつ、技術開発にとどまらず、多角的な視点から社会変革を推進することを目指している。

○このような社会変革を志向するイノベーション（トランスフォーマティブ・イノベーション）を推進するためには、従来の科
学技術・イノベーション（STI）政策の枠組みを越えた総合的・複合的なアプローチが必要である。

○このため、ＳＩＰ第３期では、①アジャイルな開発モデルでのテーマ設定、評価、予算配分、②社会実装に向けた５つ
の視点からの関係省庁や産業界と連携した取組を推進する。

①アジャイルな開発モデル

１.ランドスケープ：外的な環境（マクロ）

２. 社会・技術のレジーム（メソ）

３．ニッチ（ミクロ）

イノベーションを取り巻く経済・社会情勢の変化
MLP(Ｍulti-Level Perspective) ※

②社会実装に向けた５つの視点

外的要因、人口動態やマクロ経済、国際関係等

ゆっくりとしか変化せず、ニッチやレジームに影響を与える要素

既存の技術を構成・維持する知識体系や慣習、制度、
文化、産業構造等の複合体

アクターや社会的グループのネットワーク
アクター活動にガイドを与えるルール群・インフラストラクチャー

さまざまなイノベーションが試行・育成される場

革新的なニッチ・イノベーションの涵養空間

機会の窓

①変化の
外圧

②ニッチの
侵入

※出典 次期SIPの基本的な枠組み（令和3年11月25日ガバニングボード資料より内閣府にて修正）

ミッション

技術開発 環境整備
（インフラ・法整備）

人材育成

社会実装に関わる現状・課題

事業開発 社会的受容性

トランスフォーマティブ
イノベーションの推進

２

（参考）トランスフォーマティブイノベーションに向けた取組方針



研究開発計画
●研究開発テーマの目標
設定・予算配分等

 トランスフォーマティブイノベーションを推進する観点から、PDは、ミッションに基づき、研究開発のみならず、
事業、制度、社会的受容性、人材など社会変革を促進するため、研究開発計画をとりまとめ、研究
推進法人の機能を生かし、研究開発テーマを推進するとともに、他のSIP課題との連携、関係省庁・
産業界の取組との連携、BRIDGEなど他の施策の活用など社会実装に向けた戦略を総合的、機
動的に推進するものと位置づける。

ＰＤ（プログラムディレクター）

CSTIガバニングボード

研究推進法人（PM）

研究開発テーマ

社会実装に向けた戦略
●アジャイルな開発モデル
●５つの視点

研究開発テーマ
研究開発テーマ

課題（ミッション）の設定、
課題ごとのPDの選定・
予算配分の決定、
課題全体としての評価

他の課題のＰＤ 他の課題のＰＤ

BRIDGE スタートアップ特枠

他省庁の取組

他省庁の取組

その他の取組

産業界の取組

研究開発計画に
基づく要請

社会実装に向けた
戦略に基づく関係
機関・施策との連携

研究開発テーマのマネジメント（公募・契約、事業支援、
ピアレビュー）

３

（参考）トランスフォーマティブイノベーションに向けたマネジメント体制



（6）論点③：HRLの改善に関してSIP第3期の制度運用に係る検討体制（案）

データ連携に係る
ワーキンググループ

PD会議SIP第３期
評価委員会

ガバニングボード

社会実装に向けた戦略に
係るワーキンググループ

制度に係る継続検討案件

制度運用
第３者委員会

第２期フォロー
SIP第2期
追跡調査

プログラム統括チーム

フィードバック

（検討事項）
・ピアレビュー実施方法の検討
（指定フォーマットの作成）
・プログラム統括チーム設置
・評価項目・視点の精緻化
・評価項目のプライオリティ付け

（検討事項）
・ベストプラクティスの共有
・運営課題の解決
・国研・インフラ活用
・その他

（検討事項）
・利益相反マネジ
メント運営
・事例整理

（検討事項）
・５つの視点での戦略、指標の活用
状況のフォローアップ
・社会実装に向けたインセンティブ制
度設計
（マッチングファンド方式を含む）

（検討事項）
・統一すべきデータ項目の洗い出し
・データ形式の精査
・具体的なフォーマット作成
・通知方法の検討
・秘密計算

（検討事項）
・第2期終了後の研
究の継続性
・府省庁・関連企業
との連携の継続性
・後継プロ・予算等の
調査

４



４．プログラム統括チームの設置

 ガバニングボードの業務を補佐するため、平成30年度より、プログラム統括１名が置かれている。
 また、課題の評価にあたっては、プログラム統括を座長とする課題評価WGが設置されている。
 課題評価WGとピアレビューのプロセスの重複が指摘されているところ、次期SIPの実施にあたっては、課題評価WGとピアレ

ビューとを整理統合し、ピアレビューの仕組みを生かし、専門的な評価を行いつつ、横断的な視点も含む評価が行える体制
に改めることとする。

 このため、課題評価WGを設置するのではなく、横断的な視点を有するプログラム統括、プログラム統括補佐（運用指針
には規定済）、プログラム統括委員（新設）数名で構成される「プログラム統括チーム」を設置し、ピアレビューと連携し
て評価を実施することとする。

 また、プログラム統括チームは、評価のほか、制度設計などプログラム全体の方針検討、進捗管理、課題間の連携促進
等を担うこととし、PDとの個別の対話や、PD間での意見交換（PD会議）を実施するものとする。

 プログラム統括チームは、社会実装、ビジネス、知財、データ、国際標準、制度・ルール等に関する専門的な知識を有する
メンバーでの構成を想定。

 プログラム統括補佐、プログラム統括委員はSIP運用指針に基づき内閣府により雇用、委嘱する。

総合科学技術・イノベーション会議

ガバニングボード（CSTI有識者議員）

プログラム統括チーム（プログラム統括、プログラム統括補佐、
プログラム統括委員で構成）

ＰＤ（プログラムディレクター）

 ピアレビューと連携して、横断的観点から課
題の評価を実施。

 評価のほか、制度設計などプログラム全体の
方針検討、進捗管理、課題間の連携促進
等を実施。

 社会実装、ビジネス、知財、データ、国際標
準、制度・ルール等に関する専門的な知識を
有するメンバーでの構成を想定。

５

（参考）ＳＩＰ第３期 プログラム統括チームの設置



ガバニングボード

＜従来＞

プログラム統括チーム

（参考）SIPの評価体制に係る論点とSIP第３期での改定

ピアレビュー
（研究推進法人）

＜改定＞

課題レベル

研究開発レベル

課題評価WG

ピアレビュー
（課題毎に研究推進法人が設置）

論点２

課題設定・見直し
課題の予算配分

社会実装に向けた進捗
研究開発の進捗
課題マネジメント
テーマ設定・見直し

研究開発の進捗
実用化・事業化の状況
（社愛実装責任者）

ガバニングボード

【視点】

【視点】

論点１

参加
評価案作成

改善案２

【視点】

GBが機械的な評価承認
予算配分でなかったか？

研究開発の進捗など
評価視点が一部重複
課題に負担でなかったか？

制度的・課題横断的な評価
（社会実装、ビジネス、知財、データ、
国際標準、制度・ルール、人材等）

経済・社会情勢を踏まえた課題の設定・見直し
社会実装に向けた課題の予算配分
関係省庁・産業界等との協議

専門的観点からの技術評価
成果のユーザーを特定しユーザー視点から評価

参加
評価案報告

評価視点を明確化
統括チームがピアレビュー参加
重複なく効率的に評価を実施

改善案１
プログラム統括チームと連携し、
社会実装に向けた課題の運営を
積極的に後押し

新設

評価委員会
政府方針レベル 新設
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評価委員会は随時、
課題の支援策を検討

５年目１年目

ガバニングボード（GB）

プログラム統括チーム

参加

参加

技術評価に加えて、遅くとも３年目までに
ユーザー視点からのピアレビューを実施

ポイント１

年
度
評
価

２年目 ３年目 ４年目

（参考）SIP第３期５年間における評価フロー（想定）

中間評価にステージゲートを実施。
ユーザーを特定できない場合、原則廃止。

アジャイルに戦略及び計画を見直し
SIP期間中でもエグジット

ピアレビュー
（研究推進法人）

評価委員会

ポイント３

ポイント２ ポイント４

参加

参加
年
度
評
価 参加

参加
中
間
評
価 参加

参加
年
度
評
価 参加

参加
最
終
評
価
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（参考）橋渡しプログラム（BRIＤGE）
重点課題の設定及び各省庁施策の提案・実施のスキーム

BRIDGE
評価委員会

各省庁

ガバニングボード（GB）

実施主体

内閣府

プログラム統括
チーム

SIPのPD

② ③

④

⑤

① ガバニングボードは、毎年度、重点課題を設定。
② 内閣府は、各省庁から、重点課題に対応した施策の提案を募集。
※複数の重点課題に対応した提案も可能。

③ 各省庁は、施策の提案に当たって、施策の名称、各省PD、対象とする事
業の概要、事業費及びそのうち推進費の配分を要望する額、事業期間、
事業終了後のエグジット戦略を記載した研究開発等計画の案を作成し、
内閣府に提出。

④ 内閣府は、SIPのPDその他の有識者、プログラム統括チームにそれぞれ意
見を聴取し、BRIDGE評価委員会に報告。

⑤ BRIDGE評価委員会は、施策の研究開発等計画について、事前評価。
⑥ ガバニングボードは、BRIDGE評価委員会での事前評価の結果を踏まえ、
対象となる施策、推進費の配分額、事業期間を含む実施方針を策定。

⑦ 内閣府は、実施方針に基づき、各省庁の対象となる施策に対して、推進
費を配分。

⑧ 各省庁は、各省PDを任命。
⑨ 各省PDは、BRIDGE評価委員会による評価及び実施方針に基づき、研
究開発等計画を策定し、当該研究開発等計画に基づき、施策を推進。
※研究開発・施策の対象とする事業の実施に当たって、特定の技術・設
備・施設等を活用することが不可欠な場合などやむを得ない場合を除き、
公募を実施。

※各省PDの業務のうち、対象とする事業の実施者の公募及び契約の締
結、進捗管理等のマネジメント業務について、所管する独立行政法人
を活用することができる。

◎ SIPに関連する課題がある場合には、当該SIPのPDがSIPの推進委員会
での意見を踏まえつつ、提案、助言及び支援を実施。（随時） ⑨

各省PD

⑧

④

⑦

① ⑥

◎
（随時）

＜BRIDGE運用指針に基づく重点課題の設定等のスキーム＞
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11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

（参考）橋渡しプログラム（BRIＤGE）
重点課題の設定及び各省庁施策の提案・実施の流れ

令和５年度（6月配分の場合）の各省庁施策の提案等の流れ

研究開発等
計画
提出

BRIDGE施策（最大3年。事業終了後
のエグジット戦略を記載）

・・各省庁の関連施策（予算事業に限らない）
の推進

各省庁・
各省PD

GB・
評価委員会

重点課題
設定

実施方針
策定

事業実施
（原則公募）

・各省庁の関連施策に反映
・成果の実用化・事業化、
・民間投資誘発・財政支出効率化

BRIDGE運用指針に基づく各省庁施策の実施と各省庁の関連施策への反映等の流れ

研究開発
等計画
事前評価

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ統括
･SIPのPD
意見聴取

毎年度、BRIDGE評価委員会は、年度末評価を実施。
研究開発等計画に沿って実施されていない等のものについては次年度、推進費は配分しない。
目標以上の成果が得られ、早期の社会実装が期待されるものについては、前倒しなどを検討。
GBは、年度末評価を踏まえ、継続の可否、次年度の推進費の配分等を決定。
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